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チャネルキャットフィッシュ Ictalurus punctatus

は北米原産の淡水魚であり，1971 年以降複数回

にわたり養殖を目的に日本に持ち込まれた（瀬能，

2008）。本種は日本に導入された後，茨城県の霞ヶ

浦，北浦および利根川水系，福島県の阿武隈川水

系，岐阜県の下小鳥ダムおよび宮川水系，愛知県

矢作川水系に分布を拡大した（片野ほか，2010）。

北浦では，雌雄ともに標準体長約 33cm で成熟す

ることが明らかになっている（遠藤ほか，2017）。

霞ヶ浦においては，漁業における大量の混獲や漁

獲物と漁具の損傷，漁業者の怪我，有用水産資源

の食害などといった問題が本種によってもたらさ

れている（半澤，2004；半澤・荒山，2007；尾崎・

宮部，2007）。したがって，現在，本種は外来生

はじめに

人間活動による外来生物の導入とそれらの分布

の拡大，およびそれに伴う在来生態系への影響と

いった問題が，多くの分類群において挙げられて

いる（今井，2005）。魚類については，在来生態

系に特に大きな影響を与える外来魚は侵略的外来

魚と呼ばれ，これらが分布を拡げ個体数を増大さ

せると，その抑制には多大な労力と費用が必要と

なることが指摘されている（片野，2012）。した

がって，侵略的外来魚の侵入や分布拡大を早期に

発見することに加え，それらの種の生態的知見の

集積を行うことが，個体数の抑制に重要となるだ

ろう。
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要旨：京都府南部を流れる淀川水系木津川の下流部において， 2018 年 8 月に特定外来生物チャネルキャットフィッ

シュを 5 個体採集した。 採集個体は標準体長 50 ～ 64mm と全て小型であり， 当歳魚であると考えられた。 淀川水系

において当歳魚と思われる幼魚が複数個体同時に捕獲されたのは本報が初めてであり， 当水系でも繁殖している可

能性が危惧された。今後，淀川水系で個体数が増加する危険性があり，動向を注視すると同時に早期対策が望まれる。

周辺住民への周知や観察会を通じて， 水系全体における監視効果を高める必要がある。
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2018 年 8 月 18 日に，著者らおよび採集地で開

催された生物観察会の参加者が採集を行った。タ

モ網（幅 30cm，目合い 3mm の D フレームネッ

ト）を用いて，約 20 名が 1 時間の採集を実施した。

採集後，中坊（2013）に従い魚類を同定した。採

集したチャネルキャットフィッシュの標準体長を

測定し，99% エタノールを用いて固定標本とした。

標本は，琵琶湖博物館登録標本（1210057272 ～

1210057276）に登録し，保管した。

結果と考察

タモ網を用いた採集の結果，チャネルキャット

フィッシュ 5 個体を採集した（図 2）。採集地の

底質は主に砂であり，一部は泥が堆積していた。

また，本種と同時に採集した魚類について，表 1

に示す。採集したチャネルキャットフィッシュの

標準体長は 50mm，55mm，57mm，62mm，64mm

であった。茨城県北浦に生息する本種のうち標準

体長が 5 ～ 10cm の個体は，一部を除きそのほと

んどが当歳魚であったことが遠藤ほか（2017）に

物法（特定外来生物による生態系等に係る被害の

防止に関する法律）において特定外来生物に指定

されている（加納・今井，2008）。

琵琶湖淀川水系においても，本種の個体数の増

加が懸念されている。上流域の琵琶湖や瀬田川で

は個体数が急増しており，2001 年以降，成魚が

たびたび捕獲されている（片野ほか，2010）。下

流域の淀川水系では，淀川本流において 2012 年

に成魚 1 個体が遊漁者によって初めて釣獲され

（川瀬ほか，2017），2015 年以降，毎年捕獲され

ている（川瀬ほか，2018）。淀川水系の木津川に

おいては，木津川上流に接続している奈良県布目

ダムには本種が導入され，相当数が生息している

と考えられている（川瀬ほか，2018）。木津川に

おいては，2010年に当歳魚1個体と成魚3個体が，

2012年に当歳魚1個体が捕獲されているが（福井，

私信），それ以降の確認例はない。

著者らは，2018 年に木津川の下流部で開催さ

れた生物観察会において，本種の当歳魚と考えら

れる小型個体を複数採集した。淀川水系における

本種の生息状況に関する知見をより多く集積する

ことは，本種への対策を検討する上で非常に重要

である。また，当歳魚と考えられる個体が複数採

集されたということは，採集地周辺において本種

が繁殖している可能性が危惧されることから，本

稿においてその結果を報告する。

採集地および方法

採集地は，木津川の下流部，木津川と宇治川が

合流する地点から約 2km 上流（図 1；34°53′21"N，

135°42′03"E）の右岸であった。木津川は三重県

伊賀市に源流を持ち，その中～下流部が京都府南

部の南山城地域を流れ，京都府八幡市において宇

治川，桂川と合流し淀川となり大阪湾につながる

一級河川である。

図 1．採集地の位置（白丸シンボル）．
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動できる範囲内にあると考えられる。実際に，淀

川本流では本種の成魚が採集されているため（川

瀬ほか，2017），流下した個体が淀川水系におい

て繁殖することは可能だろう。これまで，淀川水

系において本種の小型個体を複数捕獲した報告は

ないため，淀川水系における本種の繁殖の状況は

明らかではない。しかし，本調査で複数の若魚が

採集されたことから，採集地周辺において自然繁

殖している可能性が高い。今後，個体数が増加す

ることが強く懸念される。

淀川水系での分布拡大を防止するためには，片

野（2012）が指摘するように，定期的なモニタリ

ングによって監視の目を強化し，早期に対策を講

じることが重要となる。今回，チャネルキャット

フィッシュの若魚は観察会の参加者が採集した。

このことは，市民を対象とした観察会がモニタリ

ングの役割を果たすことを示唆している。一方で，

本種を採集した観察会の参加者は，本種を在来種

であるギギ Tachysurus nudiceps と判別していた。

すなわち，淀川流域では本種に対する認知度がま

だ低いと考えられた。そのため，周辺住民に対し

て本種についての啓発を行い，認知度を上げる必

要がある。

淀川水系では市民団体や河川レンジャーによる

観察会が各地で定期的に実施されている。このよ

うな観察会で本種を積極的に紹介することで，啓

発につながるだけでなく，広域にわたるモニタリ

ング効果も期待される。今後，市民を対象とした

観察会も有効に活用しながら，淀川水系における

本種の動向を注視していく必要があるだろう。
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本種の木津川下流部への侵入経緯として，（1）

上流域の生息地（琵琶湖流域もしくは布目ダム）

から当歳魚が流下した，（2）淀川水系に流下した

成魚が採集地周辺で自然繁殖した，の 2 点が挙げ

られる。本種は繁殖や摂餌のために長距離を移動

することができ，北アメリカの河川では本種の成

魚が数 km から数百 km 移動することが知られて

いる（Pellet et al.，1998；Shrader et al.，2003）。し

たがって，採集地は上流域の生息地から成魚が移

図 2．採集したチャネルキャットフィッシュ（標
準体長 62mm）．

表 1． 2018 年 8 月 18 日の生物観察会において，
チャネルキャットフィッシュと同時に採集
した魚類．

標準和名 学名

オイカワ Opsariichthys platypus
モツゴ Pseudorasbora parva
タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus
コウライモロコ Squalidus chankaensis tsuchigae
カマツカ Pseudogobio esocinus
ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus
チュウガタスジシマドジョウ Cobitis striata striata
ギギ Tachysurus nudiceps
オオクチバス Micropterus salmoides
ドンコ Odontobutis obscura
ヨシノボリ類※ Rhinogobius sp.
ヌマチチブ Tridentiger brevispinis
※小型個体が多く現地での種同定が困難であっため，ヨシノボ
リ類と表記した．
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キャットフィッシュに関する情報をご教示いただ

いた。魚類の採集には，淀川管内河川レンジャー

の山村武正氏，中西佳代氏，京田辺市立大住中学

校の中西康太氏，NPO 法人やましろ里山の会の

皆様，観察会参加者の皆様にご協力いただいた。

ここに記して深く御礼申し上げる。
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